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遠
藤
　
百
治
氏
（
下
山
）

２
月
２
日
、山
梨
県
庁
知
事
室
で
、

高
齢
者
叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

遠
藤
百
治
さ
ん
に
旭
日
単
光
章
の
勲

紀
・
勲
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
９
月
の

身
延
町
議
会
議
員
当
選
以
来
、
昭
和

62
年
８
月
ま
で
の
３
期
12
年
に
わ
た

り
在
職
し
、
そ
の
間
、
副
議
長
な
ど

要
職
を
歴
任
。
農
林
業
の
振
興
、
生

活
基
盤
の
整
備
等
、
過
疎
化
の
進
む

町
の
現
状
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

諸
施
策
に
そ
の
職
務
を
全
う
し
、
町

政
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。
特
に

下
山
工
業
団
地
造
成
事
業
に
は
、
住

民
の
理
解
を
得
る
た
め
昼
夜
を
分
か

た
ぬ
努
力
を
重
ね
、
そ
の
功
績
は
多

大
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
多
年
に
わ
た
る
功
績
が
認

め
ら
れ
叙
勲
と
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
村
　
朝
臣
氏
（
常
葉
）

１
月
12
日
、
中
央
合
同
庁
舎
（
東

京
都
）
で
「
平
成
17
年
度
安
全
優
良

職
長
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
式
典
」
が

開
催
さ
れ
、
本
町
常
葉
の
今
村
朝
臣

さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

今
村
さ
ん
は
、
建
設
会
社
に
長
年

勤
務
し
、
職
長
（
作
業
の
安
全
と
労

災
防
止
の
責
任
者
と
し
て
労
働
安
全

衛
生
法
に
定
め
ら
れ
た
職
種
）
と
し

て
、
災
害
防
止
に
対
す
る
認
識
を
常

に
持
ち
、
安
全
を
最
優
先
に
、
社
内

の
模
範
と
し
て
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
社
内
の
安
全
教
育
の
中
心

的
な
役
割
を
担
い
、後
継
者
の
育
成
、

指
導
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。今
回
、

多
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
大

臣
顕
彰
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月
１
日
、
役
場
本
庁
で
「
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
出
発
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
昨
今
の
児
童
生
徒
に
対

す
る
痛
ま
し
い
事
件
事
故
を
受
け

て
、
町
内
の
学
校
施
設
や
通
学
路
を

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
青
色
パ
ト
カ
ー
は
、
土
日
祭

日
を
除
い
た
毎
日
、
町
内
の
小
中
学

生
の
下
校
時
間
に
２
人
体
制
で
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
学
校
施
設
周
辺
の
巡
回

や
子
ど
も
達
へ
の
安
全
指
導
を
行
う

な
ど
、
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
安
全
面
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

２
月
３
日
、
身
延
山
久
遠
寺
で
節

分
会
が
行
わ
れ
、
福
を
求
め
る
約
３

０
０
０
人
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

節
分
会
は
、
節
分
法
要
が
本
堂
で

行
わ
れ
た
あ
と
、
境
内
に
設
置
さ
れ

た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
「
鬼
は
外
、
福

は
内
」
の
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
で
豆

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

途
中
、
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
３

回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
豆
ま
き
は
、

各
回
と
も
多
く
の
賑
わ
い
を
見
せ
、

特
に
、
豪
快
に
豆
を
ま
く
大
相
撲
の

２
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、

「
第
24
回
な
か
と
み
文
化
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
中
富

総
合
会
館
に
は
、
水
墨
画
、
絵
画
、

生
け
花
、
書
、
手
芸
と
い
っ
た
多
く

の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

５
日
に
行
わ
れ
た
発
表
の
部
で

は
、
舞
踊
、
和
太
鼓
等
の
披
露
や
、

懐
メ
ロ
や
気
功
の
発
表
な
ど
、
会
場

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
む
発
表
も

あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
講
演
で
は
「
覚
悟
の

介
護
」
と
題
し
て
荒
木
由
美
子
さ
ん

が
20
年
に
渡
る
義
母
の
介
護
の
日
々

に
つ
い
て
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
会

場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
荒
木
さ
ん

の
話
に
終

始
耳
を
傾

け
て
い
ま

し
た
。

魁
皇
関
、
ま
た
、
タ
レ
ン
ト
の
辺
見

マ
リ
さ
ん
ら
の
ま
く
豆
を
拾
お
う
と

す
る
人
が
多
く
、
ま
わ
り
に
は
た
く

さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
ひ
と
つ
で
も

多
く
の
豆
を
拾
お
う
と
、
我
先
に
と

手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

まちのわだい

高
齢
者
叙
勲
　
旭
日
単
光
章

安
全
優
良
職
長

厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
受
賞

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

出
発
式

身
延
山
久
遠
寺
節
分
会

な
か
と
み
文
化
の
つ
ど
い
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２
月
８
日
、
役
場
本
庁
で
、
中
部

横
断
自
動
車
道
富
沢
・
増
穂
「
早
期

建
設
決
定
」
報
告
会
及
び
横
断
幕
配

布
式
が
行
わ
れ
、
建
設
促
進
協
議
会

を
構
成
す
る
峡
南
地
域
の
７
町
村
か

ら
担
当
課
長
や
事
務
局
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
式
典
は
、
前
日
７
日
に
開
か

れ
た
第
２
回
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
建
設
会
議
で
、
中
部
横
断
自
動
車

道
富
沢
・
増
穂
間
47
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

が
有
料
道
路
方
式
及
び
新
直
轄
方
式

併
用
で
建
設
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
も
早
期
完
成
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

２
月
11
日
、
第
３
回
み
の
ぶ
健
康

マ
ラ
ソ
ン
が
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
名
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
元
気
良
く

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、自
己
記
録
に
挑
戦
す
る
人
や
、

友
達
と
仲
よ
く
走
る
人
、
声
を
か
け

あ
い
な
が
ら
走
っ
て
い
る
親
子
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
、
マ
ラ
ソ
ン
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
ポ
ー
ズ
を
つ
け

て
ゴ
ー
ル
、
数
人
で
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー

ト
、
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
す
る
親

子
な
ど
が
見
ら
れ
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
各
部
門
ご
と
の
上

位
入
賞
者
に
賞
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
11
日
、
身
延
町
総
合
文
化
会

館
で
、
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
「
第
１
回
身
延
町
社
会
福
祉
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
日
頃
、
社
会
福
祉

の
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々
に
感

謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
の

地
域
福
祉
の
充
実
と
、
そ
れ
を
支
え

る
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
高

揚
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、式
典
で
は
、

町
長
表
彰
や
社
会
福
祉
協
議
会
長
表

彰
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
講
談
師
の

田
辺
鶴
英
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

「
介
護
で
家
族
の
輪
が
で
き
る
」
と

題
し
た
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
扇
子
を
使
っ
て
テ
ン
ポ
よ
く
軽

快
に
話
す
語
り
口
に
、
会
場
か
ら
は

笑
い
声
も
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

２
月
18
日
、
身
延
町
総
合
文
化
会

館
で
「
身
延
町
町
章
、
町
民
憲
章
発

表
及
び
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

み
の
ぶ
若
竹
キ
ッ
ズ
の
皆
さ
ん
に

よ
る
元
気
一
杯
の
太
鼓
演
奏
で
華
々

し
く
幕
を
明
け
た
発
表
会
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
後
、
依
田
町
長
か
ら
「
こ

の
新
し
い
町
章
と
町
民
憲
章
が
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
心
の
糧
、
町
づ
く
り

の
指
針
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
町
章
及
び
町
民
憲
章
の

発
表
が
行
わ
れ
、
出
席
者
の
皆
さ
ん

が
注
目
す
る
中
、
暗
い
ス
テ
ー
ジ
上

に
町
章
が
描
か
れ
た
町
旗
が
下
ろ
さ

れ
、
ス
ッ
ポ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
る
と

会
場
か
ら
一
斉
に
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

身
延
町
の
町
章
は
、
み
の
ぶ
の
イ

ニ
シ
ャ
ル
Ｍ
を
モ
チ
ー
フ
に
、
富
士

山
、
身
延
山
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な

大
地
で
活
躍
す
る
人
。
赤
の
円
は
輝

く
未
来
を
。
緑
の
円
は
夢
・
希
望
・

や
す
ら
ぎ
を
表
し
、
ひ
ら
か
れ
た
、

活
力
に
満
ち
力
強
く
躍
進
す
る
町
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

町
民
憲
章
の
発
表
は
、
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
千
の
風
」
な

ど
三
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
朗
読
に
続
き
、
参
加
者
全

員
で
復
唱
も
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
で
制

定
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、ま
ち
づ
く
り
講
演
会
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
み
の
ぶ
再
発
見
」
と
題

し
て
、
田
中
収
先
生
の
講
演
が
行
わ

れ
、「
素
晴
ら
し
い
身
延
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
か
し
て
、
未
来
を
築
く
子

ど
も
た
ち
に
感
動
を
与
え
る
場
所
に

身
延
町
が
な
っ
て
欲
し
い
」
と
話
さ

れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
終
始
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

MINOBUNEWS

中
部
横
断
自
動
車
道
富
沢

・
増
穂
「
早
期
建
設
決
定
」

報
告
会
及
び
横
断
幕
配
布
式

み
の
ぶ
健
康
マ
ラ
ソ
ン

身
延
町
社
会
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
大
会

身
延
町
町
章
、
町
民
憲
章
発
表
及
び
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
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☆木造個人住宅耐震診断事業
木造住宅の耐震診断事業は、予想される“東海地震”に対して町民の安全確保に向けた取り組

みとして、自己の住宅の耐震性を知ってもらい、耐震化への促進を目的として、町が国や県の補

助制度を活用しながら行う事業です。

☆診断対象住宅
１．木造戸建て住宅で、自己が所有し居住するもの。

２．昭和56年５月31日以前に着工した住宅。

（昭和56年６月１日以降増築を行った場合も対象になります）

３．在来工法（軸組み工法・伝統工法）で２階建て以下の住宅。

（ツーバイフォー・丸太組・プレハブ工法などは対象外です）

☆診断費用
身延町が費用負担します。（一部、国・県の補助を活用）

あなたの自己負担はありません。

☆診断内容
１．身延町が委託した調査者が、診断調査を行います。

２．現地調査時間は、半日程度を考えています。

（住宅内外に立ち入ることに承諾していただくことが条件となります）

３．調査は、目視調査を主としますので破壊は考えておりません。

４．建築確認図書及び住宅金融公庫借り入れ時の書類がある場合は、提示を求めます。

５．建築年度や過去の被害状況（火災・地震及び積雪による被害）をお聞きしますので調べてお

いてください。

☆診断結果
診断結果については、山梨県建築士事務所協会で組織する耐震診断判定会が、内容の適否の審

査を行います。

診断結果が適当と判断されたものについて、調査員が申請者に対して診断報告書に基づいた結

果説明を行います。その際、診断結果において改修・建て替えの必要性が生じている場合は、そ

れらに対する簡単なアドバイスをいたします。

（診断者は、地震改修工事などの営業活動はいたしませんのでご安心ください）
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MINOBUNEWS

☆その他
１．平成18年度調査戸数を20戸予定しています。

２．応募締切日　平成18年９月30日

▽住所・氏名・電話番号を電話にて申込み下さい。

▽後日郵送される申込書に必要事項を記入の上、役場へ提出ください。

☆耐震診断の流れ
１．書類審査

・建築年、工法等の確認。

２．診断者選定
・診断者決定後、申請者に通知します。

３．現地調査
・申請者と調査日時を打ち合わせの上、調査を行います。

・現地調査時間は、半日程度を考えております。

・診断者が室内外を調査し、間取りと寸法を調べます。

・目視を原則としております。そのため筋交いの有無を調べるため壁の仕上げ材料をは

がして調査することは考えておりません。点検口があれば、そこから天井裏、床下等

は調査します。

・調査者が、次のことをお聞きしますので、事前に確認しておいてください。

１）宅地を造成される前の状況

２）建築年数（増築が有すれば増築毎）

３）筋交いの有無

４）過去の被害状況（火災、地震、積雪）

５）その他建具の建付状況などにおける老朽度など

４．報告書の作成、審査
・調査者が作成した報告書を（社）山梨県建築士事務所協会で組織する耐震診断判定会

が審査します。

５．報告書の説明
・調査者は、現地調査の内容を申請者に対し説明します。

身延町役場　建設課　建築住宅係担当

TEL 0556-42-4808

〈問い合わせ・申し込み先〉
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狂犬病予防法では、飼い犬の登録と狂犬病予防注射の接種が義務付けられています。
犬の登録は１度すれば以後する必要はありませんが、狂犬病予防注射は年１回必ず受けなければなりま

せん。
町では平成18年度の狂犬病予防注射を次の日程表により実施します。地区に関係なくどの会場でも受け

られますので都合のよい会場で受けてください。登録も注射会場でできます。
また、すでに登録されている方には『犬の登録と狂犬病予防注射の実施について』のハガキを４月上旬

には送付しますので、会場にかならず持参し提出して下さい。
移動中の訪問注射は行いません。訪問注射を希望する方（別途費用が必要）は４月17日（月）までに役

場環境下水道課環境衛生係 蕁0556－42－4811まで連絡をしてください。
日曜日も受けられますので、ご利用ください。なお、今年度は２次注射は実施しませんのでご注意くだ

さい。

月日 場　　　所
小 原 島 公 民 館
三ツ石小林建設所前
曙生活改善センター
江 尻 窪 集 会 所
矢 細 工 公 民 館
宮 木 公 民 館
飯 富 商 工 会 駐 車 場
八日市場大聖寺駐車場
夜子沢多目的集会施設
下 田 原 公 民 館
手 打 沢 公 民 館
西 嶋 公 民 館
旧 大 須 成 保 育 所
自 然 の 里 駐 車 場
久 成 伊 豆 島 橋
寺 沢 丸 山 橋
大 野 公 民 館
清 子 公 民 館
旧榧ノ木トンネル入口
旧平和ドライブイン
ゆ ば の 里 駐 車 場
門 野 湯 沢 橋
大 城 バ ス 停
小 田 船 原 公 民 館
下 山 上 沢 公 民 館
下山分団消防拠点施設
下 山 山 額 公 民 館
下 山 荒 町 公 民 館
杉 山 円 教 坊 入 口
波木井一里松三叉路
清住町田中工務店横
山 門 前 観 光 案 内 所
身 延 仲 町 公 民 館
町 営 総 門 駐 車 場
梅 平 一 区 公 民 館
梅 平 二 区 公 民 館
波 木 井 山 駐 車 場

【身延】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【中富】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】

９:00～９:10
９:20～９:30
９:40～９:55
10:05～10:20
10:35～10:50
11:20～11:35
13:00～13:20
13:30～13:50
14:00～14:10
14:25～14:40
14:55～15:10
９:00～９:20
９:35～９:45
10:00～10:10
10:20～10:30
10:50～11:00
11:30～11:45
11:55～12:05
13:20～13:30
13:40～13:50
14:00～14:15
14:25～14:35
14:45～14:55
15:10～15:20
９:00～９:20
９:30～９:55
10:10～10:20
10:30～10:40
10:50～11:00
11:10～11:20
11:30～11:40
13:00～13:10
13:20～13:35
13:45～14:00
14:10～14:30
14:40～14:55
15:05～15:20

地　区 時　　　間 月日 場　　　所
下大島多目的集会所
大島農産物直売所横
和 田 公 民 館
和 田 ス ポ ー ツ 広 場
角 打 高 見 沢 商 店 横
大 河 内 公 民 館
塩 之 沢 公 民 館
帯 金 区 民 広 場
下 八 木 沢 不 動 橋 前
上 八 木 沢 公 民 館
波 高 島 駅 前
一 色 依 田 製 作 所 前
下 岩 欠 火 の 見 下
湯 町 慈 照 院
下 部 温 泉 駅 前
甲 斐 常 葉 駅 前
市 之 瀬 妙 円 寺 前
長 塩 公 民 館
三 沢 橋 際
久那土診療所前駐車場
旧 三 保 小 学 校 下
道 消 防 機 庫 前
芝 草 消 防 機 庫 前
根 子 開 運 橋 際
中 富 浄 化 セ ン タ ー
役 場 下 部 支 所 前 庭
久那土診療所前駐車場
役 場 古 関 出 張 所
身 延 町 役 場 本 庁 舎
役 場 身 延 支 所 前 庭

【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【身延】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【下部】
【中富】
【下部】
【下部】
【下部】
【中富】
【身延】

９:00～９:15
９:25～９:40
９:50～10 :00
10:10～10:30
10:40～11:00
11:10～11:30
11:40～11:50
13:10～13:25
13:35～13:45
13:55～14:05
14:15～14:30
14:40～14:50
15:00～15:10
９:00～９:15
９:25～９:35
９:45～10 :05
10:15～10:35
10:45～11:05
11:15～11:35
11:45～12:05
13:20～13:30
13:40～13:55
14:05～14:20
14:35～14:50
８:00～８:30
９:00～９:45
10:15～11:00
11:20～11:50
13:10～13:40
14:15～15:00

地　区 時　　　間

４
月
11
日
（
火
）

４
月
19
日
（
水
）

４
月
20
日
（
木
）

４
月
23
日
（
日
）

４
月
12
日
（
水
）

４
月
18
日
（
火
）

予防注射日程表
◎登録済の犬 …　３，４００円（注射料２，８５０円・注射済票５５０円） 
◎新規登録の犬 …　上記金額に登録手数料３，０００円が加算されます。 
◎訪　問　料 …　一頭目　１，２００円　二頭目から ７００円　　 
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分別がされてないごみについては、収集
しないのか？

・その他のプラスチック製容器包装については、

峡南衛生組合の職員がネットの中身を収集車に

空けていきます。その際、汚れているものがあ

ればネットに戻していきますので、お手数です

がご自宅までお持ち帰りになり、再度汚れを落

として出してください。また、該当しないもの

は可燃ごみに出してください。

・ミックス紙については、明らかに該当しないも

のが入っていた場合は、そのまま残していきま

す。

収集箇所が少ないのでは？

・今回の分別収集にあたり、旧町ごとにばらつき

のあった収集場所も見直すこととしました。各

地区の状況が様々なため、スタートにあたって

は基本的に各区１箇所とさせていただきました

が、収集を開始し各地区の状況を把握する中で、

峡南衛生組合との協議において見直しを図って

いく予定です。

個人情報保護については？

・出す物に氏名、住所、その他知られたくない部

分がある場合は、消したり塗りつぶしたり、ま

たシュレッダーにかけるなどして注意して出し

てください。それでも気になるとか、出す物そ

のものも知られたくない場合等は、峡南衛生組

合に自分で搬入することもできますので個々に

注意をお願いします。

販売店などに対して過剰包装などを自粛
するよう指導できないか？

・国レベルにおいてリサイクルに関する法案の改

正がなされる中で、事業者に対する様々な指

導・規制が課せられつつあります。

プラスチックを収集するネットは、２枚
目はどうしたらいいか？

・２枚目以降は有料となります。１枚250円です。

また、類似のネットを個人的に購入して使用し

てもかまいません。

区や組に入っていない者の場合はどうす
るのか？

・本庁や支所にチラシを置いたり、防災行政無線

や告知機を使ってお知らせします。

このほかにも細かい出し方や日程についての質
問もありましたが、詳細については「ごみ便利
帳」・「平成18年度ごみ収集日程表」を御覧く
ださい。

問い合わせ先

・環境下水道係　蕁 0556－42－4814

・峡南衛生組合　蕁 0556－42－2207

●その他のプラスチック製容器包装●ミックス紙の分別収集の説明会が２月21日
～23日の３日間実施されました。６回の説明会に500人以上の大勢の方々の参加があ
り、この事業に対する町民の皆様の関心の高さや協力的姿勢がうかがえました。
また、説明会場においては、貴重なご意見や質問も寄せられました。主な質問と

回答を次に記載しますので、ご理解をお願いします。この説明会以外にも、集落等
のご要望により出前説明会も開催しており、様々な機会を利用して、今後とも町民
の皆様のご協力をお願いしてまいりたいと思います。

分別収集Ｑ＆Ａ
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ボランティアをしていただきました
平成17年度、町では、これからお母さんになる人、現在子育

て中のお母さんを応援するために、マザースクールとすくすく

クラブ（子育て教室）を行ってきました。

教室では、参加者のみなさんが安心してゆっくり話ができる

ように、下部地区および身延地区主任児童委員、下部地区民生

委員の方に託児や事業協力をお願いしてきました。

参加者からも「子どもを見てくれていたので、安心して話を

したり、聞いたりすることができて良かった」などの声が多く

聞かれました。

１年間ありがとうございました。

HOKEN 
      DAYORI

●乳児健診（4、7、10、13か月）
＊実 施 日：４月17日（月）
＊受付時間：午後１時～１時30分
＊場　　所：身延保健センター
＊内　　容：予診、身体測定、小児科診察、

栄養相談、保健師相談
＊対 象 児：平成17年３月、６月、９月、

12月生まれ
＊持 ち 物：母子健康手帳

●予防接種【ポリオ】
＊実 施 日：４月19日（水）
＊受付時間：午後１時30分～２時30分
＊対 象 児：生後３か月児～７歳半未満児
＊場　　所：身延保健センター
＊内　　容：ポリオワクチン予防接種
＊持 ち 物：母子健康手帳、予防接種予診票

●幼児歯科検診
＊実 施 日：４月27日（木）
＊受付時間：午後１時30分～２時30分
＊場　　所：中富すこやかセンター
＊対　　象：１歳３か月～就学前
＊内　　容：歯科検診、ブラッシング指導、

希望者のみフッ素塗布
＊持 ち 物：母子健康手帳、歯ブラシ、

300円（フッ素塗布希望者）

不明な点は保健師まで問い合わせて下さい。

問い合わせ先

下部保健センター　　（20-3012）

中富すこやかセンター（20-4611）

身延保健センター　　（62-1111）

●母子健康手帳交付・妊婦健康相談

＊随時行いますので、ご希望の方は必ず各センターに問い合わせの上、ご来所ください。

●子育て教室：すくすくクラブ　～どなたでもお気軽にご参加ください。～

※詳しい予定につきましては、対象者に直接通知いたします。



2006.4.N
o.19

kouhou
M

IN
O

BU

9

国保だより 交通事故にあったら必ず届出をしましょう

交通事故などで第三者から傷害を受けた場合（第三者行為）でも、国保を使って治療を受けることがで

きます。ただし、医療費は加害者が全額負担するのが原則です。国保が一時的に立て替え、あとで加害者

へ請求することになります。国保で治療を受ける時は必ず事前に役場国保担当まで届出をし、すみやかに

「第三者行為による被害届」の手続きをしてください。

届出に必要なもの
・事故証明書（後日でも可、警察署にて発行してもらう）

・保険証

・印鑑

国保の届出はお早めに！
４月は進学・就職の季節です。

国民健康保険の加入・脱退に際しては14日以内に手続きを行うことになっています。就職・退職したと

きは忘れずに役場に届出をしてください。また大学等進学によりほかの市町村に住む学生に対しては、学

生用の保険証を発行しますのでご利用ください。

〈問い合わせ先〉町民課　国保老健係　蕁0556－42－4804

国民年金だより ねんきんの話をしましょう！ ＮＯ.1

《国民年金の相談＆質問にお答えします。》

Ｑ．１ヶ月の国民年金保険料はいくらですか？
Ａ．平成18年度国民年金保険料は13,860円です。

Ｑ．国民年金保険料が割引になる納め方はありませんか？
Ａ．◇口座振替（当月末振替）なら割引がありお得です！
通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、届出により当月末振替にすると１ヶ月あたり50円割引があ
ります。また、その年度１年分または6ヶ月分の保険料をまとめて前払い（前納）すると、納付書（現
金）で納めるより割引額が多く大変お得です。

●手続きは・・・
竜王社会保険事務所、金融機関、役場年金担当窓口（本庁、各支所）

●必要なものは・・・
・年金手帳または納付書
・預（貯）金通帳
・通帳届出印

◇納付書（現金）で前納一括払い・・・割引がありお得です！
その年度の一定期間の保険料をまとめて前払い（前納）すると、保険料が割引されお得です。金融機

関、コンビニエンスストア等で納めることができます。

〈問い合わせ先〉竜王社会保険事務所　蕁055－278－1104
町民課　町民係　　　蕁0556－42－4804
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生涯学習課では以下のような事業を予定しています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。
※事業の詳細は決定され次第必要に応じ回覧します。事業は都合により変更する場合があります。

事業名等
実施期日

（一部予定です。）
事　業　内　容

会　場
・

備　考
担当係

阿部香世歌舞団公演

みのぶS.V.Fコンサート
（JAZZ コンサート）

開館10周年記念
・第７回企画展

関東の女流工芸作家展
（仮称）

発明クラブ

親子で作って楽しもう
教室

４月23日
開演14：00～

５月14日

３月30日～５月７日

（毎週水曜休館）

５月３日開館

４月下旬～
５月

毎月第２．４
土曜日

５月から２月まで
の毎月１回土曜日

阿部香世歌舞団による時代劇ミュージカルと
舞踊ショー
身延町文化協会舞踊部も協力出演します

ＴＨＥ　ＴＯＲＩＯ　
山口武（ｇ）、ロンカーター（ｂ）、ルイス・ナッシュ（ｄ）
世界トップクラスのＪＡＺＺトリオのコンサート。アーティ
ストのテクニックは最高です。
開場：18：00、開演：18：30
チケット：４,000円　全席自由
問い合わせ　みのぶＳＶＦ代表佐野一朗　0556－62－1039

「金を科学する－過去から未来へ」と題し、金に
関る展示・出張教室・講演会・実験教室など開催
します。 観覧無料（常設展示別途）

現在、各界における女性の進出・活躍は目覚しいものが
ありますが工芸美術の世界も例外ではありません。
女性ならではの繊細な感覚・技術を生かして独特な世界
を築き、秀作を発表している精鋭作家をご紹介します。

アイデア工作等の創作活動を通じて子供達の創
造力を身につける場を提供します。

（詳細チラシは児童に配布）

親子で日常生活のなかにある理科を実験や工作
をして楽しみます。指導は理科教諭です。

（詳細チラシは児童に配布）

身延町総合文
化会館ホール

身延町総合文
化会館ホール

みのぶS .V . F
コンサートと
身延総合文化
会館の共催

金山博物館

現代工芸美術館

身延中学校

中富総合会館

身延総合文
化会館係

身延総合文
化会館係

金山博物館係

和紙の里係

生涯学習係

生涯学習係

身延町生涯学習課予定事業

＜問い合わせ先＞　身延総合文化会館係（0556－62－2110）、金山博物館係（0556－36－0015）、

和紙の里係（0556－20－4555）、生涯学習係（0556－42－2337）

平成18年度

事業のお知らせ

みのぶＳ.Ｖ.Ｆコンサート
（JAZZコンサート）

THE TRIO

湯之奥金山博物館開館10周年 親子で作って楽しもう教室（昨年度）

発明クラブ（昨年度）
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◎３･１０･１７･２４日 

 　　　　　　 〔毎週月曜日〕 
 

◎２８日（金）   〔館内整理日〕 

4月の休館日 
★
一
般
向
け
★

『
家
族
で
楽
し
む
自
給
自
足
』新

田
穂
高
　

『
こ
う
す
れ
ば
登
れ
る
憧
れ
の
名
山
』

大
関
義
明
　

『
く
ず
し
字
辞
典
』

池
田
こ
う
い
ち
　

『
文
字
の
起
源
と
歴
史
』Ａ

・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
　

『
数
え
方
の
日
本
史
』

三
保
忠
夫
　

『
旧
か
な
と
親
し
む
』

萩
野
貞
樹

『
宙
ぶ
ら
ん
』

伊
集
院
静
　

『
４
０
翼
ふ
た
た
び
』

石
田
衣
良
　

『
沖
で
待
つ
』

糸
山
秋
子
　

『
国
定
忠
治
』

津
本
陽
　

『
釣
り
坊
主
、
今
日
も
ゆ
く
』

（
身
延
覚
林
坊
上
人
）
ひ
ぐ
ち
日
誠
　

★
児
童
書
★

『
じ
し
ん
の
え
ほ
ん
』

福
田
岩
緒
　

『
そ
よ
そ
よ
さ
ん
』

仁
科
幸
子
　

『
ぼ
く
の
街
に
地
震
が
き
た
』
国
崎
信
江
　

『
日
本
の
材
木
杉
』

阿
部
伸
二
　

『
絵
本
　
耳
な
し
芳
一
』

小
泉
八
雲
　

新
し
く
入
っ
た
本

　３月12日（日）、『韓国と日本。
二千年の交流』と題して、作
家・江宮隆之さんの講演会を
行いました。旧高根町出身の
浅川巧を始め、石橋湛山とい
った著名な人々の日韓交流に
まつわる様々な逸話と、江宮
さんの熱心な語り口に、訪れ
た参加者は引き込まれていま
した。 

江宮隆之さん講演会 
『図書館で歴史を知ろう』 

 

図
書
館
を
拠
点
に
様
々
な

活
動
を
し
て
い
る
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
当
館
で
は
、

各
施
設
や
個
人
宅
で
の
訪
問

朗
読
や
、
朗
読
会
な
ど
を
行

う
『
千
の
風
』、
小
学
校
や

保
育
園
で
の
出
張
公
演
を
主

に
活
動
す
る『
ぶ
っ
く
ん
座
』

が
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。合

併
に
伴
っ
て
、
昨
年
度

は
新
た
に
下
部
地
区
か
ら
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

『
ひ
だ
ま
り
の
会
』
が
誕
生

し
、
施
設
で
の
訪
問
朗
読
の

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

一
緒
に
活
動
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
、
様
々
な

新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
四
月

に
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
　
グ
ル
ー
プ
に
入

り
た
い
方
、
新
し
く
自
分
た

ち
で
立
ち
上
げ
た
い
方
、
ま

ず
は
、
図
書
館
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

4月22日（土）　 
　　午後2時～　　 
メディアルーム　　 ところ 

4月のおはなし会
〈内　容〉　　　　　　　　　 
★元気な子どものお話　　　 
　『おでっちょさん』　　　　 
　『ももたろう』　その他　　 
★楽しい手遊び＆　　　　　 
　　　　ワクワクゲーム　　 
★簡単工作　　　　　　　　 
　『こいのぼりを作ろう！』　　 

と　き 

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
　

利
用
で
き
る
図
書
館
に
し
ま
し
ょ
う
！
　

   　『
自
分
史
』
や
『
句
集
』
な
ど
、
自
費
出
版
で
本
を
出
す

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は
、
身
近
な
地
域
資
料

と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
、
自
費
出
版
物
も
収
集
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
町
の
記
録
や
記
憶
を
遺
し
伝
え
る
活
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
 

　
ご
寄
贈
く
だ
さ
る
方
は
、
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『日蓮　われ日本の柱とならむ』
佐藤　弘夫／著

日蓮についてさまざまな角度から、研

究・顕彰・検証を試みている。

同じテーマ、命題について他の研究者

の考え方を紹介するなど、内容は広くて

深い。初級～中級クラスの日蓮研究書。

文章も平易で読み易い。

増穂町　作家・江宮　隆之さん
（50代・男性）

講演会でのひとこま
〔H18.3.12（日）〕

夏の朗読会のひとこま
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申
請
窓
口

町
民
課
窓
口
又
は
支
所
・
出
張
所

窓
口

優
遇
措
置

・
新
規
学
卒
者
の
場
合
３
万
円

・
転
入
者
が
単
身
の
場
合
３
万
円

・
転
入
者
が
世
帯
構
成
員
の
場
合

は
世
帯
主
に
５
万
円

対
象
者

本
町
に
住
所
が
あ
る
新
規
学
卒
者

及
び
本
町
に
転
入
し
た
も
の
が
、

本
町
に
定
住
す
る
意
思
が
あ
り
新

た
に
就
職
し
た
場
合

申
請
手
続

就
職
奨
励
金
支
給
申
請
書

定
住
誓
約
書
並
び
に
住
居
確
認
書

在
職
証
明
書

申
請
時
期

就
職
後
１
年
を
経
過
し
た
日
か

ら
１
年
以
内

申
請
窓
口

町
民
課
窓
口
又
は
支
所
・
出
張
所

窓
口

※
就
職
奨
励
金
は
同
一
企
業
内
の

異
動
や
単
に
職
業
を
変
更
し
た
場

合
、
内
職
又
は
時
間
給
労
働
と
認

め
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

優
遇
措
置

・
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
50
年
以

上
記
載
さ
れ
、
現
に
本
町
に
居

住
し
て
い
る
者
50
万
円

・
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
30
年
以

上
記
載
さ
れ
、
現
に
本
町
に
居

住
し
て
い
る
者
30
万
円

・
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
期
間
が
５
年
以
上
30

年
未
満
の
場
合
で
、
現
に
本
町

に
居
住
し
て
い
る
10
万
円

対
象
者

本
町
に
住
所
が
あ
る
者
が
百
歳
に

達
し
た
場
合

申
請
手
続

長
寿
祝
金
支
給
申
請
書

（
こ
の
申
請
手
続
き
は
、
そ
の
親

族
後
見
人
等
が
代
理
し
て
申
請
し
、

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
）

申
請
時
期

百
歳
に
達
し
た
日
以
降

申
請
窓
口

福
祉
保
健
課

※
こ
れ
ら
の
優
遇
措
置
は
申
請
資
格

到
達
日
が
平
成
16
年
９
月
13
日
以

降
の
も
の
に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま

す
。

※
申
請
資
格
到
達
日
が
平
成
16
年
９

月
12
日
以
前
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
合
併
前
の
旧
町
の
関
係
条

例
、
規
則
等
に
よ
り
ま
す
。

問
い
合
せ
先

身
延
町
役
場
町
民
課
又
は
企
画
財

政
課

蕁
０
５
５
６
│
４
２
│
２
１
１
１
　

下
部
支
所

蕁
０
５
５
６
│
３
６
│
０
０
１
１

身
延
支
所

蕁
０
５
５
６
│
６
２
│
１
１
１
１

久
那
土
出
張
所

蕁
０
５
５
６
│
３
７
│
０
０
０
２

古
関
出
張
所

蕁
０
５
５
６
│
３
８
│
０
１
０
１

優
遇
措
置

１
　
第
一
子
３
万
円
の
記
念
定
額

郵
便
貯
金
証
書
と
印
鑑

・
第
二
子
５
万
円
の
記
念
定
額

郵
便
貯
金
証
書
と
印
鑑

・
第
三
子
以
降
10
万
円
の
記
念

定
額
郵
便
貯
金
証
書
と
印
鑑

２
　
し
だ
れ
桜
の
苗
木
１
本

（
希
望
者
の
み
）

対
象
者

本
町
に
住
所
が
あ
る
者
が
出
産

し
、
出
産
後
も
新
生
児
と
と
も
に

本
町
に
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
場

合
申
請
手
続

出
産
祝
金
支
給
申
請
書

定
住
誓
約
書

保
険
証
の
写
し
並
び
に
住
居
確
認

書
申
請
時
期

一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
日
か

ら
１
年
以
内

優
遇
措
置

１
　
結
婚
１
組
５
万
円
支
給

２
　
し
だ
れ
桜
の
苗
木
１
本

（
希
望
者
の
み
）

対
象
者

本
町
に
住
所
が
あ
る
者
が
結
婚

し
、
結
婚
後
も
本
町
に
定
住
す
る

意
思
が
あ
る
場
合

申
請
手
続

結
婚
祝
金
支
給
申
請
書

定
住
誓
約
書
並
び
に
住
居
確
認
書

申
請
時
期

婚
姻
届
提
出
後
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
か
ら
１
年
以
内

申
請
窓
口

町
民
課
窓
口
又
は
支
所
・
出
張
所

窓
口

結
婚
祝
金

出
産
祝
金

就
職
奨
励
金

長
寿
祝
金

身
延
町
定
住
促
進
条
例
の
あ
ら
ま
し
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の
と
お
り
で
す
。

・
身
延
町
役
場
本
庁
企
画
財
政
課

・
中
富
総
合
会
館
内
図
書
室

・
身
延
町
立
図
書
館

・
身
延
町
役
場
身
延
支
所

現
在
の
レ
ン
タ
ル
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ス

ト
ッ
ク
は
、
平
成
17
年
中
の
町
内
の

出
来
事
を
放
映
し
た
「
Ｓ
Ｃ
Ｔ
今
週

の
動
き
」、
身
延
山
御
会
式
万
灯
行

列
、
し
も
べ
お
ん
せ
ん
ま
つ
り
、
町

長
と
語
る
小
中
学
生
の
集
い
、
中
富

中
学
校
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
、
身

延
町
消
防
団
出
初
式
、
身
延
町
成
人

式
、
第
九
合
唱
団
公
演
な
ど
、
お
よ

そ
30
タ
イ
ト
ル
を
用
意
し
、
随
時
追

加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
身
延
町
議
会
の
様
子
を
収

録
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
も
レ
ン
タ
ル

中
で
す
。
新
し
い
身
延
町
を
映
像
で

知
る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
下

部
地
区
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
Ｓ

Ｃ
Ｔ
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁
自
衛
隊
で
は
、
平
成
18
年

度
幹
部
候
補
生
の
募
集
を
つ
ぎ
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

い
く
た
め
の
活
動

※
右
記
以
外
に
、
町
長
が
特
に
必
要
　

と
認
め
る
活
動

■
補
助
期
間
は
？

１
年
間
で
す
。

※
事
業
の
内
容
に
よ
り
、
２
年
間
を

限
度
に
継
続
事
業
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

■
補
助
金
の
額
は
？

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
で
10
万

円
を
限
度
と
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
必
要
な
手
続
き
は
？

所
定
の
様
式
で
、
事
業
を
実
施
す

る
30
日
前
ま
で
に
町
長
へ
申
請
書
を

提
出
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
身
延
町
役
場
企
画
財

政
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

蕁
０
５
５
６
│
４
２
│
４
８
０
１

Ｓ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
放
送
を
ご
覧
い
た

だ
け
な
い
、
身
延
・
中
富
地
区
の
皆

さ
ま
に
も
Ｓ
Ｃ
Ｔ
の
自
主
制
作
番
組

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
レ
ン
タ

ル
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
及
び
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

を
用
意
し
ま
し
た
。

レ
ン
タ
ル
出
来
る
場
所
は
、
下
記

■
身
延
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
金
と
は
？

住
民
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
、
創
意

と
工
夫
に
基
づ
い
た
地
域
づ
く
り
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
で
、

平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

■
対
象
者
は
？

身
延
町
に
住
所
を
有
す
る
10
人
以

上
の
成
人
で
組
織
し
、
地
域
活
性
化

を
目
的
に
し
た
諸
活
動
を
恒
常
的
に

行
う
団
体
又
は
自
治
会
で
す
。

※
政
治
若
し
く
は
宗
教
に
関
わ
る
団

体
は
除
く

■
対
象
と
な
る
事
業
は
？

・
創
意
、
工
夫
に
基
づ
い
た
地
域
活

性
化
活
動

・
地
場
産
品
を
活
か
し
た
特
産
品
の

研
究
開
発
及
び
販
売
の
促
進
活
動

・
ま
ち
づ
く
り
、
む
ら
お
こ
し
の
意

識
高
揚
の
た
め
の
視
察
研
修
の
実

施
及
び
講
座
、
研
修
会
の
開
催

・
都
市
と
の
交
流
を
推
進
す
る
活
動

・
伝
統
芸
能
や
技
能
を
受
け
継
い
で

・
資
　
格

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
〈
22
歳

未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）〉

・
願
書
受
付
期
間

平
成
18
年
４
月
上
旬
〜
５
月
上
旬

・
第
１
次
試
験

平
成
18
年
５
月
下
旬

◇
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）

・
資
　
格

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20
歳
以

上
30
歳
未
満
〈
薬
剤
は
26
歳
未
満

の
者
（
薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は

28
歳
未
満
）〉

・
願
書
受
付
期
間

平
成
18
年
４
月
上
旬
〜
５
月
上
旬

・
第
１
次
試
験

平
成
18
年
５
月
下
旬

※
予
備
自
衛
官
補
も
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部

三
珠
分
駐
所

蕁
０
５
５
│
２
７
２
│
０
８
８
４

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
本
部

蕁
０
５
５
│
２
５
３
│
１
５
９
１

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
も
べ
荘

で
は
、
財
団
法
人
中
央
競
馬
馬
主
社

会
福
祉
財
団
の
助
成
金
を
受
け
、
ケ

ア
ロ
ッ
ク
を
全
室
に
整
備
し
ま
し
た
。

ケ
ア
ロ
ッ
ク
と
は
、
介
護
施
設
等

の
窓
に
設
置
さ
れ
た
自
動
安
全
錠
の

こ
と
で
、
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

施
設
利
用
者
の
危
険
な
無
断
外
出
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
も
べ
荘
は
緑
と
清
流
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
り
ま
す

が
、
反
面
、
急
斜
面
や
河
川
な
ど
、

高
齢
者
に
と
っ
て
非
常
に
危
険
な
場

所
も
多
く
、
安
全
面
で
非
常
に
苦
慮

し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、

全
室
の
ガ
ラ
ス
戸
に
ケ
ア
ロ
ッ
ク
を

設
置
し
、
よ
り
高
い
安
全
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｔ
自
主
放
送
番
組

レ
ン
タ
ル
の
お
知
ら
せ
で
す
。

平
成
18
年
度
自
衛
官
等
募
集

身
延
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

全
室
の
ガ
ラ
ス
戸
に

ケ
ア
ロ
ッ
ク
を
設
置
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●日　時　４月12日（水）
13時～16時

●会　場　
古関出張所
中富総合会館
身延保健センター

結婚について相談したい方は、 
お気軽にご相談ください。 

●日　時　４月16日（日）13時～17時
●会　場　身延分館（元身延勤労センター）

身延中学校、身延町民体育館隣接
●電　話　62－1395 ※当日開催時間のみ受付
●受付担当 ４月は身延地区の結婚相談員さん２名が担当

工 事 ・ 委 託 名

寺沢雨久保用水路改良工事

門野・針山用水路改良工事

常葉東水路改良工事

飯富開田縦７号線水路改良・舗装工事

宮木量水器取替工事

中富下水道工事（17－８工区）

中富下水道工事（17－９工区）

新身延町道路整備計画策定業務

寺 沢

門 野 外

常 葉

飯 富

宮 木

手 打 沢

手 打 沢

身 延 町

中 富 土 木 ㈲

㈱ 高 山 工 業 所

湘 南 興 業 ㈲

㈲ 富 士 建 設 所

㈱ 川 口 建 設

㈱ 長 谷 川 建 設

㈱ 深 沢 工 務 所

セントラルコンサルタント㈱山梨営業所

966,000

1,239,000

4,882,500

1,743,000

1,333,500

11,025,000

11,550,000

3,675,000

場　所 請　負　業　者 請負金額（円）

入札結果を公表します。－入札日２月15日－

●日　時　４月14日（金）13時～15時
４月28日（金）13時～15時

●会　場　
下部保健センター
中富すこやかセンター
身延支所

心配ごと相談は、どな
たでも、どんな内容でも、
どの会場でも相談をお受
けします。

今月の納期
【納期限　５月１日】

・軽自動車税

※収集日の朝8時までに必ず名前を記入して出してください。
※可燃物については、平成18年度ごみ収集日程表をご覧ください。

下 部 地 区 　 Ａ

下 部 地 区 　 Ｂ

身 延 地 区 　 Ａ

身 延 地 区 　 Ｂ

古関・久那土・下部地区のうち長塩・北川・市之瀬

長塩・北川・市之瀬を除く下部地区

下山地区全域・門内地区全域・塩沢・波木井・豊岡・（清子を除く）

梅平・大野・清子・和田・大島・角打・帯金・丸滝・塩之沢・八木沢・椿草里

平成18年5月　資源ゴミ等収集日程表
種別地区

下 部 地 区 　 Ａ

下 部 地 区 　 Ｂ

中 富 地 区

身 延 地 区 　 Ａ

身 延 地 区 　 Ｂ

18日

18日

25日

11日

11日

古 紙 類

１日

１日

12日

15日

16日

ペットボトル

９日

23日

プラスチック製容器

２日

16日

ミックス紙

８日

９日

８日

18日

19日

金 物 類

10日

11日

１日

22日

23日

ビ ン 類
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INFORMATION 平成18年２月１日～28日までの受付（敬称略）

夫 妻 （地　区）

保　護　者 （地　区） あかちゃん

氏　名 （年齢） 届出人 （地　区）

人口と世帯
平成18年３月１日現在　（ ）内前月比

人　口　 16,746人（－28）

男　　 7,989人（－14）

女　　 8,757人（－14）

世帯数　　 6,377世帯（２）

峡南衛生組合では、焼却ごみの減量化を目

的とした生ごみリサイクルの普及啓発のため、

発酵資剤(ボカシ)を製造している様子の見学や

回収の手順などの講習会を開催します。大勢

の皆様のご参加をお待ちしております。

日　時：平成18年４月22日(土) 

午後１時30分～

場　所 ：峡南衛生組合　生ごみ処理施設

問い合わせ先

峡南衛生組合　蕁0556－42－2207

竜王社会保険事務所では、健康保険、厚生

年金保険、国民年金に関する相談を毎月行っ

ています。お気軽にご利用ください。

◆４月の社会保険相談日◆

日　時：４月13日（木）

午前９時30分～12時

午後１時～４時

場　所 ：南部町森林組合

問い合わせ先

竜王社会保険事務所　蕁055－278－1100（代表）

峡南衛生組合生ごみ処理施設　講習会 健康保険、年金等の相談

※　個人情報保護のため、個人が特定できる

情報は削除して掲載しました。
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身
延
町
久
成
地
区
の
民
家
を
過
ぎ

た
路
沿
い
に
、
ひ
っ
そ
り
と
句
碑
が

並
ぶ
。
聞
こ
え
て
く
る
の
は
小
鳥
の

さ
え
ず
り
と
風
の
音
だ
け
、
そ
ん
な

静
寂
な
場
所
に
句
碑
の
里
は
あ
る
。

１
９
８
８
年
、
過
疎
化
が
進
む
町

で
「
何
か
活
気
を
生
み
出
そ
う
」
と

町
民
有
志
が
町
お
こ
し
に
乗
り
出
し

た
。
全
国
か
ら
「
あ
な
た
の
俳
句
を

句
碑
に
し
ま
す
」
と
募
集
し
、
山
間

に
句
碑
を
建
て
、
俳
句
の
愛
好
家
が

句
碑
を
見
に
訪
れ
る
こ
と
で
、
町
の

活
性
化
に
結
び
つ
け
よ
う
と
考
え
た

の
だ
。
そ
し
て
句
碑
千
基
を
目
標
に

始
ま
っ
た
の
が
「
句
碑
の
里
」
だ
。

い
つ
の
ま
に
か
、
全
国
か
ら
多
く

の
句
が
寄
せ
ら
れ
、
無
名
の
俳
人
た

ち
の
聖
地
と
な
り
、
目
標
の
千
基
を

越
え
、
世
界
一
の
句
碑
の
里
と
し
て

ギ
ネ
ス
に
申
請
す
る
ほ
ど
の
数
に
な

っ
た
。

退
職
記
念
の
句
碑
、
嫁
ぐ
娘
に
あ

て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
・
・
、
風
に
舞

う
桜
を
見
な
が
ら
一
つ
一
つ
を
読
ん

で
い
る
と
、
作
者
の
人
生
と
自
分
の

人
生
が
ふ
れ
合
う
よ
う
な
気
持
ち
に

な
る
。

桜
の
時
期
、
句
碑
の
里
は
１
年
で

最
も
美
し
い
時
期
を
迎
え
る
。ぜ
ひ
、

一
度
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

4月から、ごみの収集体系が変更されたことに伴い、ペットボトル、古紙類の手数料が無料にな
っています。3月まで使用されていたペットボトル等用の『荷札』は4月から使用する必要がなく
なりました。このために使い切れなかった『荷札』を、次のとおり交換します。

富
士
見
山
の
ふ
も
と
、
約
１
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
不
思
議
な
光
景
が
広
が
る
。

高
さ
60
セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
が
、
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。

よ
く
見
て
み
る
と
俳
句
が
刻
ま
れ
、
一
つ
一
つ
に
作
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
よ
そ
よ
と
風
に
ゆ
ら
れ
る
桜
の
木
の
下
、
作
者
の
思
い
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
石
は
静
か
に
佇
ん
で
い
る
。

使い切れなかった『荷札（ごみ収集手数料納入済証）』を
『燃えるごみ専用の袋』と交換します。

交
換
し
ま
す
 

『荷札』1枚を『燃えるごみ専用の袋』

１枚と交換します。

●ごみ袋取り扱い店

平成18年４月１日から５月31日の間。

●峡南衛生組合

平成18年４月１日から７月31日の間。

※荷札に氏名を記入したものも交換します。

交換方法

交換場所・交換期間

問い合わせは・・・
峡南衛生組合（0556-42-2207）･身延町役場環境下水道課（0556-42-4811）


